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日

本

中
国
学
会

期
日
平
成
五
年
(
-
九
九
三
年
）
九
月
二
十
五
日
（
土
）
・
ニ
十
六
日
（
日
）

会
場
吹
田
市
文
化
会
館
（
通
称
メ
イ
シ
ア
タ
ー
）

第
四
十
五
回
大
会
要
項

日

本

中

国

学

会
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プ
ロ
グ
ラ
ム
〔
末
尾
に
「
適
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・
懐
徳
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」
案
内
〕
…
…
…
4

研
究
発
表
（
哲
学
・
思
想
）
要
旨
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
8

研
究
発
表
（
文
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・
語
学
）
要
旨
：
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…
…
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…
…
…
…
…
17

講
癌
竪
曰
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
26

大
会
会
場
へ
の
交
通
案
内
地
図
…
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
27

懇
親
会
会
場
へ
の
地
図
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
27

最
寄
り
駅
か
ら
大
会
会
場
へ
の
詳
図
…
…
…
…
…
…
…
…
…
28

喜
へ
の
地
図
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
…•
•
2
8

大
会
会
場
内
の
平
面
図
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
29

大
会
会
場
・
準
備
会
の
地
址
・
電
話
番
号
：
・
…
…
…
…
裏
表
紙

目

次

今
大
会
の
主
眼

（
一
）
研
究
発
表
は
、
大
学
院
生
の
比
率
の
適
正
化
を
図
り
、

中
堅
以
上
の
研
究
者
を
主
体
と
す
る
。

（
二
）
含
唇
外
の
島
田
虔
次
・
陳
舜
臣
・
佐
藤
慎
一
各
氏
を
招

聘
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
儒
教
と
二
十
一
世
紀
と
」
を

開
催
。

（
三
）
田
仲
一
成
会
員
（
本
年
度
日
本
学
士
院
賞
・
恩
賜
賞
の

受
賞
者
）
の
講
演
。

（
四
）
学
術
参
考
ビ
デ
オ
（
『
儀
礼
』
士
昏
礼
の
復
元
等
）
の

放
映
。

（
五
）
大
阪
大
学
所
管
の
史
跡
・
重
要
文
化
財
「
適
塾
」
の
参

欝待。

(108) 
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翡
。
時
孟
嘉
栄
の
段
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
日
本
中
国
学
会
第
四
十
五
回
大
会
は
、
き
た
る
九
月
二
十
五
日
（
土
）
・
ニ
十
六
日
（
日
）
の
両
日
に
わ
た
り
、
吹
田
市
文

化
会
館
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
何
と
ぞ
万
障
御
繰
合
わ
せ
の
上
、
御
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
御
出
席
の
方
だ
け
、
同
封
の
葉
書
に
所
要
事
項
御
記
入
の
上
、
八
月
二
十
日
必
着
に
て
御
返
送
下
さ
い
。
受
取
人
払
の
葉

書
で
す
の
で
、
欠
席
の
方
は
、
絶
対
に
投
函
な
さ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

御
文
安
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
五
年
七
月
二
十
日

会

員

各

位

第
四
十
五
回
大
会
準
備
会
代
表

日
本
中
国
学
会
理
事
長

加

地

伸

行

伊

藤

漱

平 敬
具
。

(109) 



日 時 行 事 場 所
（吹田市文化会館）

24日（金） 15:00 理事会 二階第一会議室

25日（土） 9:30 受付（携帯品預り） 二階中ホール入口
10:00 開会式 二階中ホール
10:15 研究発表
哲学・思想部会 一階集会室
文学・語学部会 二階中ホール

11:45 記念撮影 二階中ホールの中
央前方座席に着席
して下さい。

12:00 評議員会 三階第一会議室
13:30 研究発表 午前中に同じ
14:30 シンポジウム 二階中ホール
(17:30終了予定）

18:30 懇親会 ルシェル (27ペー
ジ地図参照）

26日（日） 9:30 受付 前日に同じ
9:40 研究発表 前日に同じ
10:50 講演 二階中ホール
(11: 50終了予定）

11:50 学術専門委員会 三階第一会議室
13:00 総会 二階中ホール
14:00 閉会式 同上
14:20 ビデオ放映 同上

露会費 5,000円（本年度未納の方を対象）
②大会参加費
④昼食弁当代

2,000円 ③写真代 1,000円（含送料）
1,000円 ⑤懇親会費 5,000円

（懇親会だけの参加は不可）

［学会本部］三階第一会議室
［理事長控室・応接室］三階第二会議室

［準備会本部］中ホール内の暇室 ］御用件は
［準備会事務局］レセプションホール控室 受付に

［シンポジウムパネラー・講演講師控室］三階第二会議室

(110) 
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＿
交
通
関
係
一
大
会
当
日
の
朝
、

J

R
吹
田
駅
下
車
の
方
は
、
阪
急
タ
ク
シ
ー
（
貸
切
な
の
で
料
金
不
要
。
乗
場
は
28
ペ
ー
ジ
に
地
図
）

を
御
利
用
下
さ
い
。
た
だ
し
、
二
日
間
と
も
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
ま
で
。
な
お
、
大
会
会
場
に
は
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
呼
び
出
し
一
入
埠
署
の
呼
び
出
し
は
、
や
む
を
え
ざ
る
緊
急
の
場
合
以
外
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

一
休
憩
所
一
①
三
階
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
と
②
和
室
と
二
個
所
あ
り
ま
す
。
と
も
に
禁
煙
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
喫
煙
は
、
館
内

に
多
く
広
く
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
喫
煙
所
（
椅
子
つ
き
）
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
和
室
で
は
、
某
氏
所
蔵
の
「
懐
徳
堂
一
門
書
状
」

や
「
中
井
竹
山
•
履
軒
．
蕉
園
の
書
軸
」
を
展
示
の
予
定
で
す
。
大
阪
大
学
所
蔵
「
懐
徳
堂
文
庫
」
の
書
軸
等
の
学
外
展
示
は
、
今

回
、
諸
般
の
事
情
で
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
た
め
。
な
お
、
和
室
で
は
、
御
希
望
者
に
、
大
阪
大
学
茶
道
部
が
奉
仕
を
い
た
し
ま
す
。

＿
昼
食
怠
竺
休
憩
所
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
（
役
員
会
出
席
者
は
会
議
室
）
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
会
議
室
で
の

飲
酒
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
は
自
由
で
す
。

国
幽
□
会
場
嬰
は
食
堂
が
少
な
く
、
饒
四
食
堂
も
こ
み
あ
う
こ
と
を
御
承
知
お
き
下
さ
い
。
弁
当
受
取
は
十
二
時
半
ま
で
。

一
懇
親
会
＿
阪
急
電
鉄
で
吹
田
駅
か
ら
梅
田
駅
ま
で
約
二
十
分
。
懇
親
会
場
は
、
ル
シ
ェ
ル
（
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
。

27
ペ
ー
ジ
に
地
図
）
。

員
会
場
と
の
契
約
上
、
場
内
で
物
品
の
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
書
籍
を
御
覧
に
な
り
た
い
会
員
へ
の
便
宜
の
た
め
、

準
備
会
と
し
て
新
刊
書
籍
な
ど
の
展
示
（
関
西
の
三
書
店
に
委
託
）
を
い
た
し
ま
す
。

＿
学
会
報
一
大
会
が
例
年
よ
り
一
個
月
早
く
な
っ
て
い
ま
す
た
め
、
当
日
ま
で
に
刊
行
で
き
る
か
ど
う
か
未
定
で
す
。

(111) 
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プ
ロ
グ
ラ
ム

哲
学
・
思
想
部
会
（
会
場
は
一
階
集
会
室
）
文
学
・
語
学
部
会
（
会
場
は
二
階
中
ホ
ー
ル
）

一
九
月
二
十
五
日
（
土
）
午
前
の
部
（
午
前
十
時
十
五
分
開
始
[
]

①
『
左
伝
』
に
見
る
規
範
逸
脱
と
予
言
⑪
陸
機
の
「
文
賦
」
と
陸
雲
の
「
典
平
原
書
」

佐
藤
利
行
（
安
田
女
子
大
学
）

司
会
興
膳
宏
（
京
都
大
学
）

玉
木
尚
之
（
高
知
大
学
）

司
会
安
本
博
（
愛
知
大
学
）

②

秦

の

吏

道

と

そ

の

展

開

⑫

王

義

之

『

蘭

亭

序

』

不

入

選

問

題

の

檄

討

I
雪
安
秦
簡
を
手
掛
か
り
と
し
て

喜

翡

猛

鑓

狼

騎

）

車

舅

（

千

慶

学

）

想

璽

尉

疇

彎

嗜

応

（

久

留

杢

傘

）

③

『

淮

南

子

』

の

自

然

⑬

「

若

早

」

考

ー

ー

晩

唐

五

代

文

学

の

一

面

森
博
行
（
大
谷
汝
子
大
学
）

、
と
い
う
こ
と
を
手
掛
か
り
に

司
会
、
上
哲
見
（
東
北
大
学
）

村

田

浩

創

貼

震

学

院

）

司
会
浅
野
裕
一
（
東
北
大
学
）

④
王
非
及
び
更
始
の
時
の
「
謡
」
に
つ
い
て
⑭
仕
と
隠
|
ー
蘇
試
の
密
州
知
事
時
代

串
田
久
治
乞
疇
昇
畔
厨
紗
巳
（
日
本
大
学
）
喜
陽
子
麦
鐸
都
疇
駆
畔
謬
山
大
学
）

(112) 
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司

会

者

闊
の
部
（
午
後
一
時
三
十
分
ー
開
紺
口

⑤

強

死

せ

し

も

の

と

死

体

の

⑮

芦

直

叶

虞

羨

輝

鰈

ぽ

ぷ

｛

印

麟

鱈

蝉

臼

工

這

麟

虚

麟

亨

～
 

の
比
較
を
通
じ
て

ー

筵

巴

種

督

』

の

方

向

転

菅
井
紫
野
（
京
都
大
学
大
学
院

中
島
隆
博
（
東
京
大
学
）

司
会
阿
辻
哲
次
（
思
都
大
学
）

司
会
中
軋
隆
蔵
（
東
北
大
学
）

ー
ム
道
三
教
を
め
ぐ
る
再
検
討
⑯
中
国
讃
仏
詩
の
起
源

⑥
「
太
極
図
」
の
形
成
と
“
□

平
田
昌
司
（
京
都
大
学
）

吾
妻
重
二
（
関
西
大
学
）

司
会
芹
牧
典
俊
（
京
都
大
学
人
文
研
）

司
会
福
田
殖
（
九
州
大
学
）

代
表
討
論
者 に

ン
ポ
ジ
ウ
ム
函
罰
裕
）
二
十
一
世
紹
と
」
一
〔
発
言
は
五
十
音
順
〕

基
調
提
題
者
島
田
虔
次
（
ゲ
ス
ト
・
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
＊
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的
・
パ
ネ
ラ
ー
の
紹
介
・
レ
ジ
ュ
メ

等
は
、
小
冊
子
に
ま
と
め
て
大
会
当
日
に
配
布
の
予
定
。

陳
舜
臣
（
ゲ
ス
ト
・
作
家
）

＊
「
某
提
題
」
、
「
代
表
討
論
」
、
「
フ
ロ
ア
の
含
貝
と

翡

律

子

（

金

沢

斎

）

の

吋

L

は
各
一
時
間
を
充
て
る
。

佐
藤
慎
一
（
ゲ
ス
ト
・
東
京
大
学
教
授
）

河
田
悌
一
（
関
西
大
学
）

(113) 
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司講

祠
月
二
十
六
日
言
日
）
午
前
の
部
（
午
前
九
時
四
十
分
開
始
ご

ー
持
に
女
訓
的
な
詩
を
中
心
に
し
て

⑦
東
林
学
派
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
の
再
検
討
⑰
元
の
閏
秀
詩
人
鄭
允
端
の
文
学

鶴

感

章

声

嗜

駄

鰐

認

嘉

胃

麿

大

学

）

小

林

徹

行

犀

嗜

暉

闘

茎

闘

疇

ぎ

⑧

「

群

」

と

「

民

徳

」

⑱

『

金

瓶

梅

』

と

『

宝

剣

記

』

に
お
け
る
西
洋
体
験
と
「
群
学
」
の
形
成

日
下
翠
（
九
州
大
学
）

司

会

清

水

茂

児
（
鷹
鱈
[
)

司
会
堀
‘
、
言
夫
（
筑
波
大
学
）

副
譜

⑨

梁

啓

超

と

陽

明

学

⑲

陳

奥

の

詩

経

研

究

の

方

法

と

性

格

肩
和
史
（
慶
嬰
顎
翌
靡
讐
霞

司

会

近

舅

竹
内
弘
行
（
名
古
屋
学
院
大
学
｝

司
会
橋
本
高
勝
（
昴
都
産
業
大
学
）

｀
「
目
聾
の
地
翡
州
化
と
そ
の
背
景
」
LJ

師
田
仲
一
成
（
金
沢
大
学
）

会
岩
城
秀
夫
（
仏
教
大
学
）

＊
講
演
中
、
一
部
ビ
デ
オ
を
使
用
の
予
定
。

(114) 
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(
2
)
台
湾
省
に
お
け
る
現
代
の

葬
礼
の
記
録
（
約
四
十
分
）
。

(
1
)

『
儀
礼
』
士
昏
礼
の
復
元

（
約
一
時
間
）

闊
の
部
（
午
後
二
時
十
分
開
始

一
学
術
参
考
ビ
デ
オ
一
（
大
阪
大
学
文
学
部
中
国
哲
学
研
究
室
提
供
）

中
華
民
国
の
中
華
文
化
復
興
運
動
の
一
環
と
し
て
、

16
ミ
リ
映
画
で
作
製
さ
れ
た
（
周
何
・

台
湾
師
範
大
学
教
授
ら
監
修
）
。
そ
の
ビ
デ
オ
版
で
あ
る
が
、
映
写
状
態
が
よ
く
な
い
こ

と
、
最
初
の
数
分
間
は
音
声
が
乱
れ
て
い
る
こ
と
を
諒
解
さ
れ
た
い
。

*
（
1
)
の
日
本
語
訳
、

(
2
)
の
大
要
の
日
本
語
説
明
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
関
係
資
料
と

と
も
に
小
冊
子
に
ま
と
め
、
大
会
当
日
に
配
布
の
予
定
。
途
中
休
憩
十
分
間
の
予
定
。

適
塾
•
懐
徳
堂
案
内
適
塾
は
幕
末
に
お
け
る
洋
学
（
蘭
学
）
研
究
の
有
力
指
導
者
で
あ
っ
た
緒
方
洪
庵
の
旧
宅
で
あ
り
、
同
時
に
学

塾
で
あ
っ
た
。
福
沢
諭
吉
ら
近
代
日
本
を
作
っ
た
人
々
が
多
く
こ
こ
で
学
ん
だ
。
そ
の
学
統
は
、
数
度
の
変
遷
を
経
て
、
大
阪
大
学

に
発
展
し
て
い
る
。
ま
た
、
2
8ペ
ー
ジ
の
「
適
塾
へ
の
地
図
」
中
、
懐
徳
堂
記
念
碑
の
場
所
を
記
し
て
あ
る
。
中
井
竹
山
•
履
軒
•
山

片
蝠
桃
ら
を
生
ん
だ
江
戸
時
代
の
漠
学
塾
「
懐
徳
堂
」
も
、
幾
多
の
変
遷
を
経
、
建
物
は
な
い
が
、
現
在
そ
の
蔵
書
を
「
懐
徳
堂
文
庫
」

と
し
て
大
阪
大
学
が
管
理
し
て
い
る
。
適
塾
•
懐
徳
堂
と
も
に
精
神
的
源
流
と
し
て
大
阪
大
学
が
そ
の
記
念
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
。

l

宰
担
塾
参
年
餌
招
待
券
を
同
封
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
自
由
に
御
参
観
下
さ
い
。
一

四
闘
廿
例
ご
ろ
闘
了
の
予
定
）

(115) 
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人
物
の
容
貌
・
装
い
・
態
度
・
言
葉
造
い
、
夢
、
卜
鐙
‘

星
の
運
行
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
左
伝
』
の
記

述
は
、
そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
に
人
や
国
の
将
来
を
表

示
す
る
予
言
的
言
説
に
充
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
予
言
的
言
説
を
成
立
さ
せ
る
論
理
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
の
で
あ
る
が
、
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
そ
う
し

た
記
述
を
網
羅
的
に
す
っ
き
り
と
ま
と
め
あ
げ
る
力
は
と
て

も
な
い
の
で
、
先
行
の
議
論
に
よ
り
つ
つ
、
以
下
の
よ
う
な

観
点
か
ら
こ
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み
た
い
。

そ
れ
ら
予
言
的
言
説
の
大
半
を
占
め
る
人
物
の
態
度
等
に

よ
る
も
の
は
、
古
来
か
ら
の
、
ま
た
は
当
の
社
会
の
支
配
階

層
に
共
有
さ
れ
て
い
る
規
範
に
従
っ
て
い
る
か
、
そ
こ
か
ら

逸
脱
し
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
と
言
っ

①
 

『
左
伝
』
に
見
る
規
範
逸
脱
と
予
言

玉
木
尚
之

て
よ
い
だ
ろ
う
。
規
範
か
ら
逸
脱
す
る
と
き
そ
の
人
物
（
そ

し
て
往
々
に
そ
の
人
物
の
政
務
を
執
る
国
）
は
不
幸
な
将
来

を
迎
え
、
規
範
に
合
致
す
る
人
物
の
将
来
は
開
け
る
こ
と
に

な
る
。一
方
で
、
往
々
に
結
果
と
荒
唐
無
稽
に
結
び
つ
く
卜
痙
や

夢
に
よ
る
予
言
が
あ
り
、
我
々
は
そ
れ
ら
を
上
記
の
諸
記
述

以
上
に
、
結
果
を
踏
ま
え
て
成
長
し
た
物
語
と
み
な
す
わ
け

だ
が
、
そ
う
し
た
卜
筵
や
夢
の
予
言
が
集
中
す
る
傾
向
の
あ
ぃ

る
場
、
そ
れ
は
ど
う
や
ら
纂
奪
や
、
そ
れ
に
類
す
る
権
力
の
い

抗
争
に
関
わ
る
場
で
あ
る
ら
し
い
。
彼
ら
の
行
為
は
、
規
範

に
従
う
だ
け
で
は
最
終
的
に
正
当
化
さ
れ
得
な
い
行
為
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
あ
る
意
味
で
両
極
を
な
す
予
言
的
言
説
を
中
心
に

据
え
て
、
予
言
的
言
説
の
持
つ
論
理
に
つ
い
て
多
少
な
り
と

も
迫
っ
て
み
た
い
。
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一
九
七
五
年
、
中
国
湖
北
省
雲
夢
県
睡
虎
地
に
於
い
て
発

見
さ
れ
た
雲
夢
秦
簡
（
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
）
は
、
秦
の
法
治
の

実
態
や
当
時
の
思
想
的
状
況
を
伝
え
る
貴
重
な
新
資
料
で
あ

る
。
こ
の
雲
夢
秦
簡
に
つ
い
て
は
既
に
、
法
制
、
職
官
、
裁

判
、
経
済
、
軍
事
、
宗
教
、
文
字
な
ど
多
方
面
か
ら
の
研
究

が
試
み
ら
れ
て
お
り
、
私
も
先
に
、
秦
律
か
ら
帰
納
し
得
る

秦
の
統
治
理
念
や
、
そ
の
理
念
と
末
端
統
治
の
現
実
と
の
関

係
な
ど
に
つ
い
て
基
礎
的
な
考
察
を
行
な
っ
た
（
『
日
本
中

国
学
会
報
』
第
三
十
六
集
、
『
中
国
研
究
集
刊
』
天
号
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
残
さ
れ
た
問
題
も
な
お
多
い
。
例
え
ば
、

南
郡
守
騰
が
発
布
し
た
「
語
書
」
、
吏
た
る
者
の
あ
る
べ
き

姿
を
ほ
ぼ
四
字
旬
ず
つ
に
綴
っ
た
「
為
吏
之
道
」
に
つ
い
て

の
研
究
は
、
秦
律
自
体
の
詳
細
な
分
析
に
比
べ
て
、
や
や
手

②
秦
の
吏
道
と
そ
の
展
開

—
雲
夢
秦
簡
を
手
掛
か
り
と
し
て

湯
浅
邦
弘

薄
な
感
を
否
め
な
い
。
特
に
、
そ
の
思
想
史
的
意
義
に
つ
い

て
は
、
「
語
書
」
は
法
家
思
想
、
「
為
吏
之
道
」
は
法
・
儒
・

道
の
融
合
と
い
う
極
め
て
漠
然
と
し
た
捉
え
方
に
止
ま
っ
て

い
る
。そ
こ
で
、
今
回
の
発
表
で
は
、
出
土
資
料
を
使
用
し
た
戦

国
秦
漢
思
想
史
研
究
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
雲
夢
秦
簡
「
語

書
」
「
為
吏
之
道
」
に
見
え
る
官
吏
像
に
的
を
絞
り
考
察
を

‘,、”

加
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

具
体
的
に
は
、
「
語
書
」
に
見
え
る
「
良
吏
」
「
悪
吏
」
、

0

「
為
吏
之
道
」
に
見
え
る
理
想
的
官
吏
と
は
い
か
な
る
も
の

か
、
ま
た
、
そ
れ
は
商
鞭
•
韓
非
子
な
ど
の
法
家
思
想
と
い

か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
秦
は
地
方
の

統
治
に
際
し
て
吏
の
問
題
を
何
故
に
か
く
も
重
視
し
た
の
か
、

更
に
は
、
こ
う
し
た
官
吏
像
が
『
史
記
』
を
初
め
歴
代
の
正

史
に
立
伝
さ
れ
る
「
循
吏
伝
」
「
酷
吏
伝
」
等
と
ど
の
よ
う

に
関
連
し
て
行
く
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
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災
異
思
想
は
、
漢
代
を
通
じ
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
思

想
で
あ
る
。
人
間
世
界
の
外
に
あ
る
自
然
界
の
で
き
ご
と
（
多

く
は
人
間
に
と
っ
て
不
都
合
な
）
を
、
人
間
世
界
の
内
で
起

き
る
で
き
ご
と
と
関
連
さ
せ
よ
う
す
る
思
考
で
あ
る
。
と
す

れ
ば
、
そ
の
関
連
の
さ
せ
方
が
、
ま
ず
問
題
と
な
る
。
ま
た

同
時
に
、
自
然
な
る
も
の
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か

と
い
う
こ
と
も
、
問
題
と
な
ろ
う
。

災
異
思
想
を
体
系
的
に
説
き
始
め
た
の
は
、
武
帝
期
の
董

仲
舒
だ
と
言
わ
れ
る
。
だ
が
、
董
氏
の
著
作
は
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
お
ら
ず
、
唯
一
ま
と
ま
っ
た
形
で
残
さ
れ
て
い
る
『
春

秋
繁
露
』
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
手
に
は
係
ら
な
い
部
分
が

③
 

『
淮
南
子
』
の
自
然
観

ー
「
類
」
と
い
う
こ
と
を
手
掛
か
り
に
村

田

浩

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
董
仲
舒
の
自
然
観

を
は
っ
き
り
示
し
て
く
れ
る
資
料
は
、
信
用
で
き
る
も
の
と

し
て
は
『
漢
書
』
所
載
の
記
事
が
主
な
も
の
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
同
じ
く
武
帝
期
の
作
で
あ
る
『
淮
南
子
』
に
よ

っ
て
、
当
時
の
自
然
観
の
一
端
を
窺
お
う
と
す
る
の
が
、
本

発
表
の
目
的
で
あ
る
。
過
去
、
『
淮
南
子
』
の
自
然
観
に
つ

い
て
は
、
『
淮
南
子
』
の
道
家
思
想
を
中
心
に
考
察
す
る
立

場
か
ら
、
主
に
「
気
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
論
じ
ら
れ
て

き
た
。
本
発
表
で
は
新
た
に
、
『
春
秋
繁
露
』
で
も
言
及
さ

れ
る
「
類
」
と
い
う
こ
と
を
手
掛
か
り
に
、
『
淮
南
子
』
の

自
然
観
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
こ
か
ら
、
災
異
思
想
に
お
け

る
感
応
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
何
ら
か
の
発
見
が
得
ら

れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(118) 
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特
定
の
人
物
を
非
難
中
傷
す
る
こ
と
の
多
い
「
謡
」
（
童

謡
を
含
む
）
は
、
王
朝
交
替
期
や
暴
虐
な
政
治
が
行
わ
れ
た

時
に
、
ま
た
政
治
的
・
社
会
的
混
乱
期
に
生
ま
れ
て
は
流
行

す
る
。
そ
し
て
、
歴
史
書
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
謡
」
が
何
ら
か

の
未
来
を
予
言
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
記
録
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
晉
書
』
天
文
志
に
、
「
凡
そ
五
星
盈
縮
、

位
を
失
え
ば
、
其
の
精
地
に
降
り
て
人
と
為
る
。
歳
星
は

降
り
て
貴
臣
と
為
り
、
焚
惑
は
降
り
て
童
兒
と
為
り
、
歌
謡

し
遊
戯
す
。
…
…
吉
凶
の
應
、
其
の
象
に
随
い
て
告
ぐ
」
と

あ
る
よ
う
に
、
「
童
謡
」
は
焚
惑
星
が
化
し
た
赤
衣
の
子
供

の
謳
っ
た
も
の
と
さ
れ
、
天
の
意
志
を
伝
達
す
る
神
託
の
様

相
を
呈
す
る
が
、
「
童
謡
」
を
こ
の
よ
う
に
定
義
し
た
の
は

『
晉
書
』
に
始
ま
る
。
確
か
に
『
漢
書
』
五
行
志
は
「
謡
」

を
暴
虐
な
君
主
に
対
す
る
「
怨
謗
の
氣
」
が
引
き
起
こ
し
た

「
詩
妖
」
と
し
て
解
釈
す
る
が
、
天
の
託
宣
と
は
し
な
い
。

④
王
非
及
び
更
始
の
時
の
「
謡
」
に
つ
い
て

串
田
久
治

漢
代
ま
で
の
「
謡
」
は
必
ず
し
も
識
言
と
し
て
存
在
し
た
の

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
現
実
社
会
・
政
治
に
対
す
る
不
安
や

絶
望
、
怨
嵯
や
憤
怒
を
ぶ
つ
け
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を

流
行
さ
せ
て
体
制
へ
の
反
逆
・
権
力
機
構
へ
の
脅
し
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
「
予
言
」
で
あ
っ
て
も

漠
代
ま
で
の
そ
れ
は
性
格
を
異
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

場
合
の
「
予
言
」
と
は
、
「
上
の
琥
令
、
民
心
に
順
な
ら
ず
、
田

虚
諄
憤
風
す
れ
ば
、
海
内
を
治
め
る
こ
と
能
わ
ず
」
、
「
刑
〇

罰
妄
り
に
加
わ
る
」
、
「
旱
、
百
穀
を
傷
な
う
」
（
『
漢
書
』

五
行
志
中
之
上
）
な
ど
、
失
政
や
頻
発
す
る
自
然
災
害
か
ら

生
ま
れ
た
怨
恨
•
憂
慮
に
端
を
発
す
る
具
体
的
願
望
で
あ
り

将
来
へ
の
展
望
な
の
で
あ
る
。

こ
の
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
前
漠
末
か
ら
新
を
経
て
後
漢

に
至
る
時
期
に
謳
わ
れ
た
「
謡
」
の
い
く
つ
か
を
分
析
し
な

が
ら
、
王
非
と
更
始
の
二
人
の
社
会
的
・
政
治
的
問
題
点
を

探
っ
て
み
た
い
。
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萄
碩
『
神
滅
論
』
と
そ
れ
へ
の
批
判
で
あ
る
神
不
滅
論
を

読
解
す
る
ア
ク
セ
ン
ト
を
ず
ら
す
こ
と
。
神
滅
不
滅
の
論
争

は
、
霊
魂
が
不
滅
で
あ
る
か
ど
う
か
、
無
神
論
か
有
神
論
か

と
い
う
ポ
レ
ミ
ッ
ク
な
神
学
的
議
論
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、

結
果
的
に
は
―
つ
の
強
力
な
神
学
で
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
ま

ず
は
「
形
」
と
「
神
」
の
新
し
い
把
握
で
あ
る
「
形
神
相
即
」

が
ど
こ
ま
で
妥
当
す
る
の
か
、
「
形
」
と
「
神
」
の
離
合
を
ど

う
考
え
る
の
か
、
そ
し
て
そ
も
そ
も
「
形
」
や
「
神
」
は
如

何
な
る
概
念
な
の
か
を
め
ぐ
る
哲
学
的
な
議
論
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
「
形
神
相
即
」
論
の
新
し
さ
は
、
「
形
」
と
「
神
」
の
関

係
を
「
本
・
末
」
と
捉
え
た
か
ら
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
一

つ
で
あ
る
「
体
」
に
つ
い
て
の
二
つ
の
語
り
方
の
差
異
と
し

て
捉
え
た
点
に
あ
る
。
「
質
」
「
用
」
と
い
う
意
味
に
割
り

振
ら
れ
る
意
味
の
上
で
の
差
異
で
あ
っ
て
、
実
体
的
な
差
異

で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
形
神
は
全
く
相
互
的
で
あ
っ
て

⑤
強
死
せ
し
も
の
と
死
体
の
方
へ

|
i氾
繍
『
神
滅
論
』
の
方
向
転
換

中
島
隆
博

不
可
分
な
も
の
と
し
て
語
ら
れ
る
。
こ
の
論
は
か
な
り
強
力

で
、
夢
を
持
ち
出
し
た
り
、
「
形
」
「
神
」
の
関
係
を
「
即
」
で
は

な
く
「
合
」
だ
と
す
る
驚
深
や
曹
思
文
の
、
「
形
神
相
即
」
を
認

め
な
い
外
在
的
な
批
判
で
は
論
破
で
き
な
い
。
「
形
神
相
即
」

論
は
実
在
と
意
味
と
強
力
な
一
致
を
前
提
に
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
ロ
ジ
ッ
ク
の
内
部
に
は
い
く
つ
か

の
ア
ポ
リ
ア
が
あ
る
。
複
数
の
「
神
」
と
―
つ
の
「
神
」
の
関

係
を
ど
う
す
る
の
か
、
対
応
す
る
「
神
」
を
持
た
な
い
「
形
」
や
、

、̀‘、

「
形
」
を
持
た
な
い
「
神
」
が
あ
る
が
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、

と
り
わ
け
「
慮
」
と
い
う
「
神
」
に
対
し
て
持
ち
出
し
て
き
た

120、,̀`

「
心
器
」
は
疑
わ
し
く
は
な
い
か
、
ま
た
他
人
の
「
慮
」
が
わ
か

る
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
う
な
る
の
か
？
こ

れ
ら
の
問
い
が
、
「
形
神
相
即
」
論
の
限
界
を
刻
ん
で
い
る
。

し
か
し
箔
頷
は
な
お
も
「
形
神
相
即
」
だ
と
強
弁
す
る
か
も

し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
、
そ
れ
が
主
題
的
に
論
じ

て
い
る
は
ず
の
死
を
＂
構
造
的
に
“
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
だ
。
そ
れ
は
不
自
然
な
強
制
死
を
論
ず
る
こ
と
が
で
き

な
い
だ
け
で
は
な
い
。
何
よ
り
も
、
死
体
が
こ
こ
か
ら
は
み

出
し
て
い
る
。
死
を
無
き
も
の
に
は
で
き
な
い
の
だ
。
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北
宋
・
周
敦
願
の
「
大
極
図
」
の
来
源
に
つ
い
て
は
古
来

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
る
。
人
も
知
る
よ
う
に
、
五
代
宋
初

の
道
士
・
陳
揺
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
周
敦
願
が
寿
涯
な
る
僧
に
師
事
し
た
と
い
う
証
言
が
あ

る
こ
と
等
か
ら
、
道
教
お
よ
び
仏
教
の
先
行
資
料
の
中
に
図

象
的
先
例
が
さ
ま
ざ
ま
に
求
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

今
回
の
発
表
で
は
、
先
学
の
諸
研
究
を
ふ
ま
え
て
、
右
の
伝

承
が
成
り
立
ち
え
な
い
こ
と
、
ま
た
『
道
蔵
』
所
収
の
「
上

方
大
洞
襄
冗
妙
経
図
」
を
来
源
と
す
る
説
が
誤
り
で
あ
る
こ

と
を
再
確
認
し
た
上
で
、
次
の
こ
と
を
検
証
す
る
こ
と
と
す

る。
（
一
）
「
大
極
図
」
が
当
時
の
道
教
内
丹
の
プ
ロ
セ
ス
を

逆
転
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
清
・
黄
宗
炎
説
は
、

憶
測
に
す
ぎ
な
い
。
黄
の
い
う
内
丹
理
論
は
、
元
初

⑥
 

「
大
極
図
」
の
形
成
と
浸
透

I
儒
仏
道
三
教
を
め
ぐ
る
再
検
討

吾
妻
重

頃
の
そ
れ
を
雑
引
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
二
）
唐
・
宗
密
の
い
わ
ゆ
る
「
阿
梨
耶
識
図
」
（
『
禅

源
諸
詮
集
都
序
』
）
を
来
源
と
す
る
説
も
ま
た
誤
り

で
あ
る
。
む
し
ろ
「
大
極
図
」
に
も
と
づ
い
て
「
阿

梨
耶
識
図
」
が
描
か
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
道
蔵
』
そ
の
他
の
諸
文
献
に
よ
り
、
以
下
の
諸
点

‘,＇‘ 

を
必
要
な
範
囲
で
考
察
し
て
み
た
い
。

2
 

（
三
）
道
教
か
ら
の
影
響
は
、
図
の
第
二
位
に
お
い
て
認
〇

め
ら
れ
る
よ
う
だ
が
、
し
か
し
全
体
と
し
て
そ
の
思

想
的
影
響
は
一
部
に
と
ど
ま
る
。

（
四
）
「
大
極
図
」
が
道
教
か
ら
受
け
た
影
響
よ
り
も
、

「
大
極
図
」
が
道
教
側
に
与
え
た
影
響
の
方
が
は
る

か
に
大
き
い
。
こ
の
こ
と
は
、
仏
教
に
つ
い
て
も
言

い
う
る
。
「
大
極
図
」
が
後
世
、
道
教
•
仏
教
に
受

容
、
浸
透
し
て
い
っ
た
こ
と
の
方
が
、
思
想
史
的
に

重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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東
林
学
派
の
研
究
に
関
し
て
は
、
従
来
数
多
く
の
論
考
が

提
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
多
く
は
い
わ
ゆ
る
東
洋
史

関
係
の
学
者
の
手
に
よ
る
政
治
闘
争
・
階
級
闘
争
が
ら
み
の

も
の
か
、
あ
る
い
は
中
国
哲
学
の
研
究
者
に
よ
る
顧
憲
成
・

高
攀
龍
の
理
学
思
想
に
ほ
ぼ
限
定
し
た
内
容
の
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
て
、
溝
口
雄
三
氏
は
「
い
わ

ゆ
る
東
林
派
人
士
の
思
想
」
を
発
表
さ
れ
、
よ
り
広
範
な
視

野
か
ら
東
林
学
派
の
思
想
運
動
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
氏
の

見
方
に
よ
れ
ば
、
東
林
学
派
の
活
動
は
、
国
家
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

に
対
抗
す
る
郷
村
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
主
張
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
氏
の
見
解
は
い
わ
ゆ
る
郷
紳
論
争
の
延
長
線
上

に
あ
っ
て
な
さ
れ
た
議
論
で
あ
る
が
、
東
林
学
派
の
研
究
に

お
い
て
新
た
な
視
点
を
提
示
し
た
点
で
非
常
に
価
値
の
あ
る

研
究
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
氏
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
東

林
学
派
の
活
動
は
、
明
末
の
社
会
・
政
治
の
混
乱
状
況
の
中

⑦
東
林
学
派
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
の
再
検
討鶴
成
久
章

で
、
郷
村
主
導
の
形
で
改
革
を
加
え
て
い
こ
う
と
し
た
、
氏

の
い
わ
ゆ
る
「
プ
ラ
ス
座
標
軸
」
上
の
動
き
を
総
称
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
定
義
づ
け
は
、
東

林
学
派
を
中
心
と
す
る
明
末
の
改
革
運
動
を
全
体
的
に
と
ら

え
る
の
に
実
に
有
効
で
あ
る
。
だ
が
、
氏
が
定
義
さ
れ
た
い

わ
ゆ
る
東
林
学
派
内
部
に
お
い
て
も
、
個
々
の
思
想
的
・
政

治
的
立
場
が
か
な
り
の
多
様
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
言
う
幻2
 

ま
で
も
な
い
。
と
り
わ
け
、
地
域
的
な
利
害
関
係
、
思
想
学
（

派
の
相
違
等
は
、
重
要
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
と
い
え
る
。

マ
ク
ロ
な
視
野
か
ら
み
れ
ば
、
思
想
的
に
同
じ
方
向
性
を
持

っ
た
と
い
え
る
東
林
学
派
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
背
景
を

抱
え
た
人
々
の
集
ま
り
と
し
て
と
ら
え
直
す
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
思
想
的
特
徴
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
発
表
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
、
い
く
つ
か

の
実
例
を
と
り
あ
げ
、
東
林
学
派
内
部
に
お
け
る
思
想
的
な

差
異
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。
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⑧
「
群
」
と
「
民
徳
」

ー
厳
復
に
お
け
る
西
洋
体
験
と
「
群
学
」
の
形
成

手
代
木
有
児

厳
復
が
ス
ペ
ン
サ
ー
社
会
学
す
な
わ
ち
「
群
学
」
を
い
か

な
る
形
で
彼
の
思
想
に
中
に
吸
収
し
た
か
は
、
「
原
強
修
訂

稿
」
〔
一
八
九
六
？
〕
に
ほ
ぼ
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
厳
復
が
救
亡
•
富
強
の
理
論
た
る
「
群
学
」
の
主
要
な

要
素
と
し
て
示
し
た
社
会
進
化
論
的
な
有
機
体
的
国
家
観
、

お
よ
び
民
力
、
民
智
、
民
徳
の
増
進
と
い
う
救
国
策
は
、
実

は
必
ず
し
も
ス
ペ
ン
サ
ー
社
会
学
の
忠
実
な
紹
介
で
は
な
く
、

B
.
I
・
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
が
い
う
よ
う
に
、
中
国
の
救
亡
・

富
強
を
目
指
す
厳
復
に
よ
っ
て
少
な
か
ら
ず
歪
曲
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
「
群
学
」
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の
「
群

学
」
と
い
う
よ
り
、
ス
ペ
ン
サ
ー
社
会
学
が
厳
復
独
自
の
文

脈
の
中
で
変
質
を
遂
げ
た
厳
復
の
「
群
学
」
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
で
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
は
、
こ
の
変
質
を
主
に
ス
ペ
ン
サ
ー

と
厳
復
の
思
想
に
内
在
的
な
要
因
に
力
点
を
お
い
て
論
じ
た

が
、
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
自
身
認
め
る
よ
う
に
「
群
学
」
は
厳
復

の
体
験
的
西
洋
認
識
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も
そ
の
認

識
の
原
形
の
形
成
は
、
留
学
期
の
記
録
や
厳
復
の
後
の
言
論

か
ら
見
て
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
理
論
と
の
出
会
い
に
先
行
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
そ
の
変
質
の
実
態
は
、
厳

復
の
体
験
的
西
洋
認
識
の
在
り
方
に
ま
で
遡
っ
て
考
察
し
て

こ
そ
、
解
明
し
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
本
発
表
で
は
、
英
国
留
学
期
的

の
厳
復
に
関
わ
る
資
料
も
踏
ま
え
彼
の
西
洋
体
験
の
実
態
に

O

迫
り
な
が
ら
、
中
国
の
伝
統
的
知
識
人
た
る
厳
復
が
い
か
な

る
体
験
的
西
洋
認
識
を
形
成
し
、
そ
の
基
礎
の
上
に
い
か
に

し
て
救
亡
•
富
強
の
理
論
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
か
、
ま
た

そ
の
過
程
で
ス
ペ
ン
サ
ー
の
理
論
が
い
か
に
作
用
し
、
ま
た

は
し
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
「
群
学
」
に
示
さ
れ
た
新

た
な
世
界
観
•
国
家
観
の
土
台
た
る
「
群
」
有
機
体
イ
メ
ー

ジ
、
お
よ
び
救
国
策
の
核
心
と
目
さ
れ
る
「
民
徳
」
概
念
に

着
目
し
つ
つ
、
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
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⑨
 
梁
啓
超
と
陽
明
学

梁
啓
超
(
-
八
七
四
ー
一
九
二
九
）
は
、
清
末
か
ら
民
国

初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
学
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
政
治

家
で
あ
る
。

彼
は
、
そ
の
生
涯
に
お
い
て
何
度
か
自
説
を
変
え
た
こ
と

で
有
名
だ
が
、
私
が
特
に
注
目
し
た
い
の
は
彼
は
一
生
の
う

ち
二
度
に
わ
た
り
中
国
伝
統
思
想
の
陽
明
学
を
頌
揚
し
て
そ

の
普
及
に
努
め
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

最
初
は
、
日
本
亡
命
中
の
一
九
0
0
年
代
中
頃
で
、
孫
文

ら
革
命
派
と
対
立
し
、
改
良
主
義
の
旗
職
を
鮮
明
に
す
る
か

た
わ
ら
『
徳
育
鑑
』
・
『
節
本
明
儒
学
案
』
等
を
出
版
し
て

陽
明
学
を
中
心
と
し
た
伝
統
倫
理
の
修
養
を
訴
え
た
。
革
命

派
の
宋
教
仁
ら
が
陽
明
学
に
と
り
組
ん
だ
の
も
、
こ
の
時
期

で
あ
る
。

竹

内

弘

行

二
度
目
は
、
一
九
二

0
年
代
の
中
頃
で
、
既
に
政
治
活
動

か
ら
手
を
ひ
き
、
清
華
学
校
で
教
鞭
を
と
る
か
た
わ
ら
、
再

び
陽
明
思
想
の
価
値
を
認
め
て
『
儒
家
哲
学
』
、
『
王
陽
明

知
行
合
一
之
教
』
等
を
発
表
し
た
。
当
時
、
梁
啓
超
は
、
既

に
名
著
『
清
代
学
術
概
論
』
や
『
中
国
歴
史
研
究
法
』
等
を

発
表
し
て
い
て
、
中
国
伝
統
学
術
を
総
括
し
た
上
で
の
陽
明

学
頌
揚
で
あ
っ
た
。

今
回
の
発
表
で
は
、
こ
の
二
度
目
の
陽
明
学
の
思
想
的
価

m

値
を
発
揚
し
た
時
期
に
つ
い
て
、
そ
の
も
っ
た
思
想
史
的
意
い

味
を
、
特
に
一
九
二

0
年
代
の
中
華
民
国
の
思
想
状
況
（
五

四
文
化
運
動
の
め
ざ
し
た
儒
教
批
判
へ
の
反
発
、
第
一
次
世

界
大
戦
後
の
「
西
洋
の
没
落
、
東
洋
の
復
興
」
の
風
潮
、
デ

ュ
ー
イ
ら
の
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ズ
ム
の
流
行
、
お
よ
び
ロ
シ
ア

革
命
後
の
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
浸
透
等
々
）
と
の
関
連
の
上
で

考
察
し
て
み
た
い
。



1293 

陸
機
の
「
文
賦
」
は
、
賦
の
形
式
を
借
り
て
そ
の
文
章
・

文
學
観
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
陸
雲
が
兄
の
陸
機

に
典
え
た
「
典
平
原
書
」
三
十
数
首
は
、
主
に
文
章
制
作
に

つ
い
て
語
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
こ
か
ら
陸
雲
の
抱
い
て
い
た

文
章
・
文
學
観
、
さ
ら
に
は
陸
機
の
そ
れ
が
、
鮮
明
に
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
う
し
て
、
「
文
賦
」
の
中
で
展
開
さ

れ
る
文
學
論
が
観
念
的
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
「
典
平
原
書
」

の
中
で
は
、
賓
際
に
作
品
名
や
、
或
い
は
作
品
の
語
旬
を
示

し
な
が
ら
の
、
具
体
的
な
文
学
論
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
両
者
を
比
較
し
て
み
る
に
、
文
章
の
用
語
や
旬
に
酎

す
る
考
え
方
、
文
章
の
長
さ
に
闊
す
る
こ
と
な
ど
、
文
章
表

⑪
陸
機
の
「
文
賦
」
と
陸
雲
の
「
典
平
原
書
」

佐
藤
利
行

現
に
つ
い
て
の
意
見
、
更
に
は
文
章
の
「
情
」
や
「
清
」
と

い
っ
た
内
容
面
に
闊
わ
る
主
張
に
共
通
貼
が
多
く
、
陸
機
の

「
文
賦
」
に
は
、
陸
雲
の
書
翰
に
お
け
る
や
り
取
り
の
内
容

が
相
当
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま

り
「
文
賦
」
は
、
入
洛
後
の
陸
機
が
、
陸
雲
と
の
間
で
文
章
・

文
學
論
を
語
り
合
う
こ
と
を
通
し
て
、
そ
れ
ま
で
書
き
続
け

て
い
た
も
の
に
加
筆
し
、
修
正
を
加
え
て
出
来
上
が
っ
た
の

で
あ
り
、
い
わ
ば
陸
機
文
学
の
集
大
成
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き

る
作
品
な
の
で
あ
る
。

此
の
度
の
発
表
で
は
、
か
か
る
陸
機
の
「
文
賦
」
と
陸
雲

の
「
典
平
原
書
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ま
た
「
文
賦
」
の

著
作
年
代
の
問
題
に
も
触
れ
な
が
ら
、
私
見
を
述
べ
て
み
た

‘゚
し

(125) 
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王
義
之
『
蘭
亭
序
』
不
入
選
問
題
の
檄
討

宋
代
以
来
、
王
義
之
の
『
蘭
亭
序
』
が
『
文
選
』
に
選
録

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
種
々
、

そ
の
理
由
が
詮
索
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
宋
・
箔
正
敏

は
、
春
景
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
天
朗
氣
清
」
と
い
う
不
適

な
表
現
が
あ
る
上
に
、
「
絲
竹
管
絃
」
と
い
う
重
複
表
現
が

あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
、
清
・
喬
松
年
は
、
「
一
死
生
為
虚

誕
、
齊
影
殉
為
妄
作
。
」
と
い
う
表
現
が
老
荘
を
貴
ぶ
時
代

思
潮
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
現
代
に

お
い
て
も
、
王
瑶
氏
の
如
き
は
、
喬
松
年
と
同
じ
個
所
を
挙

げ
て
、
篤
く
仏
教
を
信
奉
す
る
昭
明
太
子
の
思
想
と
相
い
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
ろ
う
と
し
、
陳
中
凡
氏
は
『
蘭

亭
序
』
が
修
辞
に
意
を
用
い
ぬ
「
散
文
」
で
あ
る
故
に
、
餅

債
を
偏
重
す
る
時
代
風
気
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
と
し
て
い

る
。
近
年
刊
行
さ
れ
た
王
運
煕
．
楊
明
氏
の
『
魏
晉
南
北
朝

清
水
凱
夫

文
學
批
評
史
』
に
お
い
て
も
、
こ
の
陳
中
凡
説
と
同
様
の
見

解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
詮
索
は
み
な
そ
れ
ぞ
れ
に
多
少
の
不
備
な
点
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
い
ま
だ
納
得
の
い
く
結
論
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
詮
索
が
『
文
選
』
の
選
録
基
準
を
曖

昧
に
し
た
ま
ま
、
『
文
選
』
は
名
文
な
ら
必
ず
収
録
し
て
い

る
と
す
る
立
場
や
、
王
義
之
の
『
蘭
亭
序
』
は
詞
華
集
に
は

必
ず
選
録
さ
れ
る
べ
き
名
文
で
あ
る
と
決
め
つ
け
た
り
す
る

観
点
に
立
っ
て
い
る
傾
向
が
強
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
『
文
選
』
を
模
範
的
詩
文
集
と
盲
信
す
る
か
、
王

義
之
『
蘭
亭
序
』
は
不
朽
の
名
文
と
思
い
込
む
か
、
そ
の
ど

ち
ら
か
に
偏
向
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

『
文
選
』
、
王
義
之
『
蘭
亭
序
』
を
そ
れ
ぞ
れ
絶
対
視
し
て

い
る
ふ
し
が
あ
り
、
文
学
研
究
上
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
観
点
を
脱
却
し
て
、
時
代
背
景
を
考

慮
に
入
れ
て
新
た
に
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
み
た
い
。

(126) 
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「
芳
草
」
考
ー
晩
唐
五
代
文
学
の
一
面

唐
詩
を
通
読
し
て
い
て
、
晩
唐
か
ら
五
代
に
か
け
て
、
「
芳

草
」
と
い
う
言
葉
が
、
か
な
り
頻
繁
に
現
わ
れ
る
こ
と
に
気

づ
い
た
。
今
回
、
唐
詩
に
現
わ
れ
た
「
芳
草
」
を
正
式
に
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
は
た
し
て
予
想
以
上
に
、
晩
唐
か
ら
五
代

に
か
け
て
「
芳
草
」
と
い
う
言
葉
が
頻
出
す
る
こ
と
が
、
数
量

的
に
確
認
さ
れ
た
。
晩
唐
を
代
表
す
る
詩
人
・
杜
牧
の
『
池

州
春
送
前
進
士
劃
希
逸
』
と
題
す
る
詩
の
冒
頭
に
、
「
芳
草

復
芳
草
、
断
腸
復
断
腸
」
、
ま
た
晩
唐
五
代
の
掌
荘
の
『
旧

居
』
と
題
す
る
詩
の
冒
頭
に
、
「
芳
草
又
芳
草
、
故
人
楊
子

家
」
と
あ
る
。
「
芳
草
」
と
い
う
言
葉
が
、
冒
頭
の
一
旬
の

中
に
二
度
も
用
い
ら
れ
る
の
は
、
私
が
調
査
し
た
か
ぎ
り
で

言
え
ば
、
右
の
詩
だ
け
で
あ
る
。

あ
る
言
葉
を
好
ん
で
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
来
、

個
人
的
な
嗜
好
に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
芳
草
」

に
関
し
て
は
、
む
し
ろ
時
代
的
な
風
潮
と
解
釈
し
た
ほ
う
が

森

博

行

い
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
晩
唐
か
ら
五
代
に
お
け

る
「
芳
草
」
の
使
用
は
、
個
人
的
な
も
の
を
越
え
た
一
種
の

流
行
現
象
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

文
学
作
品
（
韻
文
）
に
お
け
る
「
芳
草
」
は
、
『
楚
辞
』

以
来
の
古
い
歴
史
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
ど

う
し
て
「
芳
草
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
晩
唐
か
ら
五
代
と
い
う
不
安
定
な
時
代
に
生
き
て

い
た
人
々
が
、
何
か
確
実
な
も
の
を
求
め
る
心
理
の
反
映
で

あ
る
、
と
考
え
る
。
し
か
し
な
ぜ
、
ほ
か
な
ら
ぬ
「
芳
草
」

で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
か
お
り
が
持
っ
て
い
る
あ
る
特

殊
な
性
質
に
よ
る
、
と
考
え
る
。

以
上
の
諸
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
先
ず
最
初
に
清

代
ま
で
の
詩
に
お
け
る
「
芳
草
」
の
数
量
的
実
態
を
報
告
し
、

次
に
晩
唐
か
ら
五
代
に
お
け
る
「
芳
草
」
流
行
の
意
味
に
つ

い
て
、
最
後
に
な
ぜ
「
芳
草
」
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
作
品
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
さ
さ
か
卑
見

を
述
べ
て
み
た
い
。

(l 27) 
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「
仕
」
と
「
隠
」
、
つ
ま
り
世
間
に
あ
っ
て
官
吏
で
あ
る

こ
と
と
、
世
間
を
避
け
る
こ
と
と
の
関
係
は
、
伝
統
的
な
中

国
の
文
学
の
主
要
な
テ
ー
マ
の
一
っ
と
な
っ
て
き
た
も
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
時
代
を
代
表
す
る
官
僚
が
、
同
時

に
代
表
的
な
文
人
で
も
あ
っ
た
宋
代
の
士
大
夫
の
文
学
に
現

れ
る
、
そ
の
「
仕
」
と
「
隠
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
典
型

的
な
文
人
官
僚
の
一
人
で
あ
る
蘇
試
の
場
合
を
取
り
上
げ
て

考
察
し
た
い
。

北
宋
神
宗
の
熙
寧
八
年

(
1
0
七
五
）
十
一
月
に
、
蘇
試

は
初
め
て
知
事
と
し
て
密
州
へ
赴
任
し
て
い
る
が
、
当
時
の

蘇
試
の
詩
文
に
は
「
仕
」
と
「
隠
」
の
あ
り
方
に
関
す
る
表
現

⑭

仕

と

隠
|
l
蘇
試
の
密
州
知
事
時
代

湯
浅
陽
子

を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
当
時
の
蘇
試
の
「
仕
」

と
「
隠
」
の
関
係
に
向
け
ら
れ
た
関
心
の
深
さ
を
示
す
も
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
仕
」
と
「
隠
」
と
の
関
係
に
関

心
を
寄
せ
た
人
物
と
し
て
、
通
常
想
起
さ
れ
る
の
は
、
中
唐

の
白
居
易
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
白
居
易
の
「
吏
隠
」
は
「
仕
」

と
「
隠
」
と
を
現
実
の
生
活
の
中
で
調
和
さ
せ
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
比
し
て
当
時
の
蘇
試
は
、
こ
の
よ
的2
 

う
な
白
居
易
の
「
吏
隠
」
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
い

白
居
易
の
よ
う
に
両
者
を
穏
や
か
に
調
和
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
状
態
に
あ
る
。
つ
ま
り
蘇
試
に
お
い
て
は
、
「
仕
」

と
「
隠
」
と
は
依
然
、
強
く
対
立
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら

れ
、
彼
は
そ
の
間
で
常
に
葛
藤
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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古
代
中
国
表
意
文
字
に
於
け
る
意
味
と
記
号
の
変
遷
に

つ
い
て
の
一
考
察
|
_
〈
手
の
記
号
〉
と
〈
足
の
記
号
〉

の
比
較
を
通
じ
て
菅
井

漢
字
は
現
在
広
域
で
使
用
さ
れ
て
い
る
文
字
の
内
、
ほ
と

ん
ど
唯
一
の
表
語
文
字
で
あ
る
。
そ
の
文
字
体
系
は
、
六
書

の
所
謂
象
形
・
指
事
と
い
う
図
象
的
記
号
を
母
体
と
し
、
僅

か
百
五
十
余
の
単
体
字
と
、
そ
れ
を
意
符
ま
た
は
声
符
と
し

て
組
み
合
わ
せ
た
複
合
字
で
成
立
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

表
音
文
字
が
純
粋
に
音
だ
け
を
記
号
に
す
る
の
に
対
し
、

直
接
概
念
を
記
号
に
対
応
さ
せ
る
表
語
文
字
は
、
常
に
表
現

内
容
の
多
様
化
へ
の
要
求
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
表
語
文
字

が
、
記
号
体
系
を
繁
雑
に
せ
ず
、
最
小
限
の
記
号
で
こ
の
要

求
に
応
え
る
に
は
、
あ
る
概
念
に
ど
の
記
号
を
採
用
す
る
か
、

ま
た
逆
に
―
つ
の
記
号
を
ど
の
よ
う
な
概
念
を
辿
っ
て
運
用

紫
野

し
て
い
く
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
中
国
古
代
表
意
文
字
（
甲
骨
文
字
・
金
文
か

ら
小
策
）
に
於
け
る
身
体
部
位
を
象
形
す
る
記
号
群
に
注
目

し
て
き
た
。
小
策
の
時
期
の
〈
手
の
記
号
〉
に
つ
い
て
は
、

既
に
『
説
文
解
字
注
』
を
資
料
と
し
て
、
形
・
数
を
調
査
し
、

運
用
の
経
路
II
意
味
機
能
の
分
化
の
過
程
を
整
理
し
て
い
る
。

今
回
は
、
甲
骨
文
字
・
金
文
か
ら
の
形
の
変
化
を
踏
ま
え

つ
つ
、
〈
足
の
記
号
〉
の
形
・
数
・
用
法
を
追
う
。
最
終
的

m

に
は
、
〈
手
の
記
号
〉
と
〈
足
の
記
号
〉
の
意
味
機
能
の
分
（

化
の
過
程
を
比
較
検
討
す
る
。

『
説
文
解
字
注
』
の
九
三
五
三
字
の
親
字
の
内
、
〈
手
の

記
号
〉
を
含
む
文
字
は
約
二

0
•

四
パ
ー
セ
ン
ト
、
〈
足
の

記
号
〉
を
含
む
文
字
は
約
一
六
•
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、

ど
ち
ら
も
大
き
な
体
系
を
有
す
る
記
号
群
で
あ
る
。
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中
国
讃
仏
詩
の
起
源

陳
寅
格
「
四
声
三
問
」
は
、
早
く
に
イ
ン
ド
韻
律
学
の
四
声

論
へ
の
影
響
を
仮
説
と
し
て
提
示
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
饒

宗
願
・
徹
敏
ら
の
批
判
の
論
拠
の
ひ
と
つ
に
、
律
の
規
定
で

は
ヴ
ェ
ー
ダ
に
似
た
朗
誦
法
を
用
い
て
仏
教
経
典
を
う
た
う

こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
し
か
し
紀

元
後
一
世
紀
前
後
か
ら
、
西
北
イ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
仏
教

教
団
で
は
異
教
的
要
素
が
許
容
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
。
仏
教

文
学
で
は
馬
嗚
の
戯
曲
・
讃
仏
詩
が
こ
の
傾
向
を
代
表
す
る
。

そ
れ
と
と
も
に
西
北
イ
ン
ド
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
亀
絃
．

焉
音
な
ど
で
も
各
種
の
韻
律
を
用
い
た
仏
教
詩
が
作
ら
れ
る

に
至
っ
て
い
た
。
E
•寄
l
d
s
c
h
m
i
d
t

、

L
.
S
a
n
d
e
r
の
手
に

な
る
出
土
文
献
目
録

(
S
a
n
s
I
ミ
ゞ
芯
n
d
s
c
芍
j
f
[
g
n
a
u
s

d
g
n
f
u
r
f
a
n
f
u
n
d
娑
）
に
見
え
る
多
数
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

讃
仏
詩
、
あ
る
い
は
亀
絃
仏
教
遺
跡
出
土
の
韻
律
学
綱
要
書

[
芯
気
o
v
j
0
j
[
j
は
、
後
漢
か
ら
齊
梁
に
相
当
す
る
時
期
の
ト

ル
フ
ァ
ン
に
お
い
て
、
音
楽
を
と
も
な
っ
た
仏
教
詩
が
き
わ

平
田
昌
司

め
て
普
遍
的
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『
高
僧
伝
』
鳩
摩
羅
什
伝
に
い
う
「
西
方
辟
体
」
と
は
、

出
土
作
品
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
各
種
の
韻
律
を
さ
し
て
い
た

可
能
性
が
高
い
。
お
そ
く
と
も
鳩
摩
羅
什
の
時
代
ま
で
に
は
、

こ
う
し
た
韻
律
お
よ
び
音
楽
を
と
も
な
う
讃
仏
詩
と
そ
の
作

詩
知
識
は
中
国
へ
と
伝
来
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
『
高
僧

伝
』
経
師
篇
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
梵
唄
」
こ
そ
は
、
そ
の
流
れ

を
直
接
に
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
歌
詞
の
な
か
に
は
イ
ン
ド

）
 

系
の
言
語
か
ら
の
訳
詞
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ

。

れ
る
（
た
と
え
ば
西
涼
州
唄
の
「
面
如
涌
月
」
と
い
う
表
現
は
、

13、,`‘

ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
讃
仏
詩
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
常
套
旬

で
あ
る
）
。
こ
れ
ら
出
土
資
料
に
よ
る
な
ら
ば
、
陳
寅
格
の

仮
説
は
、
讃
仏
詩
の
韻
律
知
識
の
中
国
へ
の
輸
入
、
永
明
四

声
説
へ
の
発
展
に
つ
い
て
正
確
な
見
通
し
を
も
っ
て
い
た
と

評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

讃
仏
詩
の
こ
う
し
た
流
れ
の
追
跡
を
と
お
し
て
、
中
国
語

学
史
上
の
「
四
声
論
」
形
成
、
イ
ン
ド
系
文
学
・
芸
能
の
中

国
へ
の
浸
透
の
過
程
に
つ
い
て
の
、
よ
り
確
実
な
把
握
が
可

能
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
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元
の
閲
秀
詩
人
鄭
允
端
の
文
学

ー
特
に
女
訓
的
な
詩
を
中
心
に
し
て
小
林
徹
行

中
国
の
詩
の
流
れ
の
中
で
、
女
性
が
本
質
的
に
文
壇
へ
参

加
す
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
元
代
よ
り
明
代
に
か
け
て
、
詩

作
の
中
心
的
な
担
当
者
が
官
僚
か
ら
一
般
市
民
層
に
移
っ
た

時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
鄭
允
端
（
字
は
正
淑
、
ニ
ニ
ニ
七
S

五
六
）
は
、
元
末
に
平
江
（
現
在
の
江
蘇
省
蘇
州
）
に
居
を

構
え
て
い
た
施
伯
仁
の
妻
で
、
短
命
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、

意
欲
的
に
古
詩
や
近
体
詩
に
取
組
み
、
独
自
の
見
解
と
作
風

と
を
世
に
問
う
た
女
流
詩
人
の
一
人
と
言
え
る
。

そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
す
で
に
拙
稿
「
元
代
女
性
詩
人
鄭

允
端
雑
考
ー
現
存
『
粛
雌
集
』
に
つ
い
て
ー
」
（
『
東
洋
文

化
』
復
刊
第
七
十
号
）
に
於
て
論
及
し
た
現
存
の
テ
キ
ス
ト

に
基
づ
い
て
残
存
詩
の
特
徴
を
考
察
し
、
そ
の
底
流
に
あ
る

も
の
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

(131) 
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『
金
瓶
梅
』
と
『
宝
剣
記
』

『
金
瓶
梅
』
が
、
作
品
中
に
他
作
品
よ
り
の
引
用
を
多
数

含
ん
で
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
と
り
わ
け
有
名

な
も
の
と
し
て
は
『
西
廂
記
』
、
元
雑
劇
の
『
玉
篇
女
』
、

『
風
雲
会
』
、
さ
ら
に
は
『
詞
林
摘
艶
』
か
ら
の
詞
曲
の
引

用
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
中
で
も
群
を
抜
い
て
多
い
の
が
、

嘉
靖
の
文
人
李
開
先
作
の
戯
曲
『
宝
剣
記
』
か
ら
の
引
用
で

あ
り
、
明
ら
か
に
他
作
品
と
は
状
況
を
異
に
し
て
い
る
。

こ
の
事
実
は
す
で
に
、
先
人
た
ち
の
注
意
を
引
い
て
お
り
、

呉
暁
鈴
、
徐
朔
方
、
卜
鍵
等
、
『
金
瓶
梅
』
作
者
李
開
先
説

を
と
な
え
る
人
々
の
、
有
力
な
証
拠
の
一
っ
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
卜
鍵
氏
は
著
書
『
金
瓶
梅
作
者
李
開
先
考
』
に
於
い

て
、
一
章
を
設
け
て
こ
の
二
作
品
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
共
通

点
を
論
述
し
て
お
り
、
注
目
す
べ
き
成
果
を
あ
げ
て
お
ら
れ

る
。
（
同
書
第
四
章
「
『
宝
剣
記
』
与
『
金
瓶
梅
』
」
参
照
。
）

今
回
の
発
表
で
は
、
さ
ら
に
詳
し
く
こ
の
二
作
品
を
比
較

し
、
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
よ
り
、
李
開
先
作
者
説
へ

日
下
翠

の
補
強
の
一
助
と
し
、
さ
ら
に
『
金
瓶
梅
』
作
品
理
解
へ
の

―
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
対
の
関
係
よ
り
考
え
て
み
た

い
と
思
う
。

『
金
瓶
梅
』
は
『
水
滸
伝
』
よ
り
題
材
を
得
て
い
る
。
そ

れ
も
、
一
番
の
悪
女
と
無
頼
漠

I
播
金
蓮
と
西
門
慶
の
カ

ッ
プ
ル
を
、
わ
ざ
わ
ざ
主
人
公
に
選
ん
で
い
る
。
一
方
『
宝

剣
記
』
は
と
い
う
と
、
同
様
に
『
水
滸
伝
』
よ
り
題
材
を
と

っ
て
は
い
る
が
、
反
対
に
、
主
人
公
は
『
水
滸
伝
』
一
の
高
ば

潔
の
士
、
林
沖
と
、
随
一
の
貞
女
た
る
そ
の
妻
張
氏
と
の
カ

ッ
プ
ル
で
あ
る
。
（
張
氏
は
『
水
滸
伝
』
で
は
す
ぐ
に
自
殺

す
る
の
で
あ
る
が
、
『
宝
剣
記
』
で
は
、
死
ん
だ
の
は
別
人

で
あ
っ
た
と
し
て
物
語
を
続
け
て
ゆ
く
。
パ
タ
ー
ン
は
『
金

瓶
梅
』
と
同
一
で
あ
る
。
）
『
金
瓶
梅
』
と
い
う
、
こ
の
奇

妙
で
破
滅
的
な
背
徳
の
書
は
、
そ
の
対
極
に
『
宝
剣
記
』
を

置
く
こ
と
に
よ
り
、
つ
り
あ
い
と
安
定
が
と
れ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
『
宝
剣
記
』
は
、
『
金
瓶
梅
』

を
理
解
す
る
―
つ
の
か
ぎ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
カ
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陳
奥
の
詩
経
研
究
の
方
法
と
性
格

陳
奥
の
『
詩
毛
氏
伝
疏
』
は
、
清
朝
考
証
学
の
詩
経
研
究

に
お
け
る
集
大
成
的
な
位
置
を
占
め
る
著
述
で
あ
る
が
、
彼

が
段
玉
裁
と
王
念
孫
•
王
引
之
に
親
し
く
教
え
を
受
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
戴
震
以
来
の
詩
経
研
究
の
流
れ
の
中

に
お
い
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
実
際

に
は
、
「
詩
を
読
み
て
序
を
読
ま
ざ
る
は
無
本
の
教
也
。
詩

と
序
と
を
読
み
て
伝
を
読
ま
ざ
る
は
失
守
の
学
也
」
（
『
詩

毛
氏
伝
疏
』
自
序
）
と
い
う
言
葉
に
表
さ
れ
た
陳
奥
の
詩
経

研
究
の
態
度
は
、
戴
震
の
そ
れ
と
は
性
格
を
大
き
く
異
に
す

る
。
こ
の
よ
う
に
、
戴
震
か
ら
陳
奥
ま
で
の
詩
経
研
究
は
単

純
な
継
承
発
展
の
関
係
の
み
で
概
括
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
間
に
学
問
的
な
変
容
を
経
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
看
取

さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
清
朝
の
詩
経
学
の
歴
史
を
見
る
上
で

重
要
な
問
題
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
清
朝
考
証
学
の

性
格
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
材
料
を
提
供
し
て
い
る
と

種
村
和
史

考
え
ら
れ
る
。

論
者
は
こ
れ
ま
で
、
戴
震
の
『
果
渓
詩
経
補
注
』
に
つ
い

て
彼
の
詩
経
研
究
の
方
法
お
よ
び
そ
の
詩
経
観
を
分
析
し
、

ま
た
、
彼
の
詩
経
研
究
を
段
玉
裁
と
王
念
孫
・
王
引
之
が
い

か
に
継
承
し
て
い
る
か
を
考
察
し
た
（
本
学
会
報
第
四
四
号
、

慶
應
義
塾
大
学
『
藝
文
研
究
』
第
六
二
号
）
。
そ
の
結
果
、

詩
序
や
毛
享
の
伝
を
ど
の
よ
う
に
考
え
扱
う
か
と
い
う
詩
経

解
釈
上
の
基
本
的
な
問
題
に
お
い
て
す
で
に
戴
段
二
王
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
の
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
が
各
人
の
研
究
方
法
と

目
的
に
質
的
な
差
異
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

上
述
の
戴
震
と
陳
英
と
の
詩
経
研
究
の
差
異
の
萌
芽
は
こ
こ

に
発
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
発
表
は
以
上
の
考

察
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
陳
奥
の
詩
経
研
究
に
視
点

を
据
え
て
、
『
詩
毛
氏
伝
疏
』
に
お
い
て
彼
が
先
学
の
詩
経

研
究
の
方
法
と
成
果
を
ど
の
よ
う
に
用
い
た
上
で
自
己
の
研

究
を
行
っ
て
い
る
か
を
考
察
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
彼
の
詩

経
観
・
経
学
観
を
探
っ
て
み
た
い
。

(133) 



1302 

目
連
戯
は
北
宋
期
に
既
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
古
い
戯
曲

で
あ
る
が
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
従
来
、
明
中
期
の
鄭
之
珍

本
が
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
近
十
年
の

間
に
中
国
側
で
地
方
劇
と
し
て
の
目
連
戯
テ
キ
ス
ト
の
発
掘

が
進
み
、
現
在
で
は
江
蘇
、
浙
江
、
安
徽
、
江
西
、
湖
南
、

四
川
、
福
建
な
ど
華
中
、
華
南
の
広
い
地
域
に
わ
た
り
、
各

地
の
テ
キ
ス
ト
が
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
上
演
の
復
原
も

試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
新
発
見
の
目
連
戯
に
関
し
、
こ
の

十
年
の
間
に
北
京
の
中
国
芸
術
研
究
院
の
指
導
の
下
に
、
各

地
で
五
回
に
わ
た
る
専
門
家
会
識
（
多
く
は
文
化
部
系
の
研

究
工
作
者
会
議
）
が
開
か
れ
、
第
二
回
以
降
は
外
国
人
も
招

待
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
目
連
戯
は
、
現
在
の
中
国
の
文
化

政
策
の
中
で
重
要
な
研
究
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
の
間
、
会
議
の
参
加
、
或
は
自
身
の
現
地
調
査
等
を
通
し

て
知
り
得
た
目
連
戯
地
方
脚
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）
江
蘇
：
高
淳
県
陽
腔
本

講
演
目
連
戯
の
地
方
的
分
化
と
そ
の
背
景

田
仲
一
成

（
二
）
浙
江
：
紹
興
本
、
蝶
県
本
、
新
昌
本

（
三
）
安
徽
：
款
県
本
、
祁
門
本
（
鄭
之
珍
本
）

（
四
）
江
西
：

t
陽
腔
本
、
湖
口
本

（
五
）
湖
南
：
祁
陽
本
（
高
腔
本
）
、
辰
河
腔
本

（
六
）
福
建
：
肯
田
本
、
泉
州
本

（
七
）
四
川
：
四
十
八
本
連
台
本

殆
ん
ど
各
省
ご
と
に
多
く
の
異
本
が
並
存
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
点
が
検
討
課
題
に
な
る

‘‘,’ 

で
あ
ろ
う
。

I

こ
れ
ら
の
脚
本
は
ど
の
よ
う
な
系
統
に
分
け
ら
れ
る
か
。

134（
 

II

そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
は
明
清
戯
曲
史
の
流
れ
の
中
で
ど
の

よ
う
な
位
置
を
占
め
る
か
。

III

こ
れ
ら
の
う
ち
ど
の
系
統
の
も
の
が
最
も
古
く
て
北
宋

期
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
経
路
で
他
の
地

域
に
伝
播
し
た
か
。

目
下
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
一
挙
に
解
決
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
今
回
は
各
地
の
社
会
背
景
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、

I
.
I
I
の
問
題
を
中
心
に
、
若
干
の
見
通
し
を

の
べ
て
み
た
い
。
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〔
大
会
会
場
へ
の
交
通

案
内
地
図
〕
ftlf神．い

〔
大
会
会
場
へ
の
行
き
か
た
〕

①
祈
幹
線
新
大
阪
駅
ド
巾
後
、
東
海
道
線
（
米
都
線
）

祈
大
阪
駅
で
ぶ
都
Jj
血
行
の
将
通
巾
に
釆
り
換
え
、

．． 

つ
Il
の
吹
川
駅
で
ド
巾
。

②
阪
忍
梅
川
駅
か
ら
直
桜
に
北
千
用
行
に
釆
巾
す
る
。

あ
る
い
は
特
忍
以
外
の
京
都
Jj
而
行
に
釆
り
淡
路

駅
で
ド
巾
‘
圃
じ
ホ
ー
ム
で
北
千
児
行
に
釆
り
挽

え、

．． 

つ
11
の
吹
川
駅
で
ド
中
。

阪
急
タ
ー

ミ
ナ
ル
ピ

ル
（
卜
し

．．
 
h
)
 

ー
番，

じ

ー

）グ》

ー
し
'
f'
‘ 

ル
シ
ェ
ル LJ 

△
タ
ク
シ
ー
釆
場

〔
懇
親
会
場
へ
の
地
図
〕

阪
忍
伽
川
駅
ド
巾
後
，
必
ず
中
央
改
札

11
を
通
っ
て
‘

階
段
⑧
を
降
り
る
。
階
段
⑪
を
避
け
て
そ
の
後
力
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
に
入
る
。
卜
し
階
に
懇
親
会
場

「
ル
シ
ェ
ル
」
（
フ
ラ
ン
ス
料
珊
レ
ス
ト
ラ
ン
。

屯
品
0
六
ー
：
こ
し
：

I
仕

＾

）

。

1;1,z、危、l勅Ill晶尺

く
．
ヽ

i(,
‘

）
似
坦

―
―
 J
 

□
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〔最寄り駅から大会会場への詳図〕

J
R
吹
田
駅
で
ド
巾
し
た
の
ち
に
、

矢
印
の
よ
う
に
中
央
出

11
を
出
て
か
ら

20
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
右
手
に
階
段

(
X印）

が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
地
卜
に
降
り
て
‘

20
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
へ
行
く
と
◎
印
の

と
こ
ろ
で
係
員
が
「

H
本
中
国
学
会
」
の

標
識
を
持
っ
て
立
っ
て
い
る
（
道
を
ヘ

だ
て
て
派
出
所
が
あ
る
）
。
そ
こ
か
ら
行

切
り
の
阪
急
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
。
料
金

は
不
要
。
た
だ
し
両

H
と
も
午
前
JL
時

か
ら
卜
1

時
ま
で
。

ポ
北
千
限

J
R
東
洵
逍
線
を
く
ぐ
る

ガ
ー
ド
は
こ
こ
だ
け.-
・ 

＇ 大会会場メイシアター

ポ
祈
大
阪

D
 

常
の
徳

ル

竺
□
戸
z
△|ー

懐
ビ

喫
リ

る
命

塾

ょ

化

に
本

＾
 

一

芦
腐

DJ□適
1
1
1
1
囚

u

②
⑧
西
心

は
は
は
の
）

ロロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
詈
“

叫

叫

ー

ー

十

引

刷

j
ー
ー
刊
AllIII

鴫
地
｀
｀

〔適塾への地図〕
こコ大阪di役所

•
ロ
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階〕

" 

階〕

会
館
巾
務
室

階
へ
の
階
段

ロ
ビ
ー

人

II

:
．
階
へ
の
階
段

ロ
ピ
ー

集
会
室

（
秤
学
会

場）

炉ぐ―’(1 
人

II 

〔
会
場
内
の
平
面
図
〕

人
日

階
←一入
II 

“

e
，へ）

防
~
09
9

支
↑
1・ 

f
 ’'ょ'

ー
吹
抜

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル

（
休
憩
所
・

仕
食
会
場
）

人

11
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線

三

―
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南
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六
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―
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大
学
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務
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このハガキは受取人（準備会側）

払ですので出席の方だけ、必要

事項記入のうえ御投函下さい。

〔会員への問合わせ〕 (0印で囲んで下さい）

I御出席日と主たる会場 1 zs日 ・ 26日 I哲学 ・ 文学I

弁当 写真

25日（土）要・不要 要・不要

26日（日）要・不要生年月日 M・T・S 

懇親会

出・欠

年月 日

〔役員への問合せ〕 (0印で囲んで下さい）

理事会 1 評議員会 1 学術専門委員会

出・欠 出・欠 出・欠

芳名

（所属）

北海道・東北•関東・中部

近畿•中四国・九州• 海外

〔大会当日、 JR吹田駅下車の方へのアンケート〕

下車時間を0印で囲んで下さい。（タクシー配車の資料のため）

, 25日19時ごろ.9時半ごろ・ 10時ごろ・ 10時半ごろ＇
26日 9時ごろ.9時半ごろ・ 10時ごろ・ 10時半ごろ

〔大阪大学元講師または大阪大学中国学会会員へのアンケート〕

昼食弁当につきまして

125日 要・不要 126日 要・不要

(140) 


